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2016年度教養文化研究所主催公開シンポジウム報告 
 

教養文化研究所所長 井上 久士 

 

実施日時：2016年12月7日（火）13:20～14:50 

講  師：田中みわ子 氏 

題  目：芸術創造の新しいかたちを考える ―障害者アートの実践をめぐって― 

場  所：駿河台大学７４０５教室（第２講義棟４階） 

 
 

 井上 皆様，こんにちは。今日は教養文化研究

所主催のシンポジウムでありますが、テーマが少

し高尚でございまして，「芸術創造の新しいかたち

を考える」ということです。多少，普段お耳なじ

みになっていないような議論が出てくるかと思い

ますが，私たちの視野を広げ，まさに教養文化を

考えたり，深めたりすることができるのではない

かと思います。私，この研究所の所長を務めてお

ります井上でございます。よろしくお願い申し上

げます。 

 この大学でもいろいろな研究所がございますが，

教養文化研究所について少しご紹介しておきます

と，元々30年前に大学が建学され，その頃一般教

育系の先生方を中心として，最初は法学部だけで

ございましたけれども，学部にとらわれず研究，

あるいは学問交流をやっていこうということで出

発いたしました。その後，現代文化学部とか，心

理学部，グローバル教育センターなど，他のセン

ターができました。そうした新しい学部の先生方

も入っていただいて，今は総勢六十数人になって

おります。その研究分野は，大変多様でございま

す。それは非常に議論がおもしろい面があります

けれども，論点を絞るのが大変難しいというとこ

ろもございます。 

 今年は，こういう形で東日本国際大学の田中先

生をメインスピーカーとしてお迎えして，お話し

していただき，その後，本学から大貫秀明教授，

山下尚一准教授のコメントあるいは短い報告をお

願いしたいと思います。その後，もし時間があり

ましたら，フロアからのご質問なども受けたいと

思います。 

 早速でございますが，最初に，東日本国際大学

の田中みわ子先生から，「創造性はどこから生まれ

るのか」という題で報告を承りたいと思います。

一言，田中先生のご紹介を申し上げます。田中先

生は，現在は東日本国際大学にいらっしゃいます

けれど，以前は東京大学の先端科学技術センター

の研究員，それから筑波大学外国語センターの研

究員などで研究されてきました。今，福島県のい

わき市にある東日本国際大学にいらっしゃって，

今日は遠路はるばる飯能までお越しいただきまし

た。大変ありがとうございます。田中先生は障害

学を中心にして，主に障害のある人の芸術，それ

から日常の身体表現についてのご研究をされてい

らっしゃいます。障害学というのは，私もあまり

よく分かっていないところがありますが，学問の

中では新しい分野かと思います。そういう新しい

研究分野の最近の成果，活動の一端をわれわれが

知ることができるのは，大変光栄の至りでありま

す。それでは田中先生，よろしくお願い申し上げ

ます。 
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芸術創造の新しいかたちを考える 
―障害者アートの実践をめぐって― 

 

田 中 みわ子 
 

田中 はじめまして。井上先生，ご紹介いただき

ありがとうございます。田中みわ子と申します。

本日は「芸術創造の新しいかたちを考える」とい

う貴重な機会を与えてくださいまして，山下先生，

大貫先生はじめ関係者の皆様に，深く感謝申し上

げます。シンポジウムのこのテーマに対し，本発

表では，「創造性はどこに生まれるのか？―ベル

ギーの知的障害者による芸術団体クレアムの実践

から」という題目のもと考察してまいります。 

 では早速，発表に移ります。 

 本発表では，ベルギーのワロン地方リエージュ

という町にある，知的障害のある人による芸術団

体クレアム（Créahm）の実践を取り上げます。

なぜクレアムを取り上げるのか，研究の背景とし

て，クレアムが1979年の設立当初において，芸術

界の潮流である「アール・ブリュット＝生（き）

の芸術」あるいは「アウトサイダー・アート」と

は異なる芸術を提唱することによって，ヨーロッ

パを中心に独自のネットワークを築いてきたこと

があります。知的障害のある人の芸術表現には，

美術教育の外部や社会的周縁にあるものといった

かたちでこれまで位置づけられ，孤独で無垢な表

現と結びつけて論じられてきた背景があります。

皆様の中には，知的障害のある人の芸術という言

葉を耳にして，山下清の名前を思い浮かべた方も

おられるのではないかと思います。 

 一方，クレアムでは複数の知的障害のあるアー

ティストたちが，アニマトゥールと呼ばれる芸術

の指導者の下で，共に創作活動を実践しています。

本発表では，障害者アートの実践において創造性

はどこに生まれるのかを，クレアムを事例として

探ってみます。 

 発表の内容は，まず障害者アートの潮流を概観

します。次に，クレアムの芸術実践の概要につい

て述べて，その特徴をご紹介します。その際，ア

ニマトゥールとの関係性に焦点を当て，アニマト

ゥールがどのようなかたちで知的障害のあるアー

ティストに介入したり，指導したりしているのか，

そして，アーティストたちの創造性を一体どこに

見出しているのか，それは，従来の知的障害のあ

る人の表現への意味づけとどのように異なってい

るのか，そういう視点から考察を進めていきます。

そして最後に，「即興の水曜日」という取り組み

を紹介しつつ，クレアムの芸術実践にみられる

「即興的身体」のありようを提示したいと考えて

います。なお，クレアムについては茨城県つくば

市にあるＮＰＯ法人自然生（じねんじょ）クラブ

を通して，2004年から断続的に調査を行ってきま

した。今回の発表は，主に2015年９月に実施した

調査を踏まえたものです。 

 では，まず障害者アートの実践や研究の潮流，

現在の動向についてごく簡単に概観します。障害

のある人の芸術表現への注目には，アール・ブリ

ュット，アウトサイダー・アートをはじめとして，

アート・セラピー，コミュニティー・アートなど

幾つかの潮流があり，芸術，医療，福祉などの分

野から実践され，研究されてきた背景があります。 

 例えば，第１に，作品そのものの芸術的価値や

評価を追求する芸術分野の潮流があります。ここ

では，現代美術としての作品の評価を追求してい

く方向性や，作家の創作方法の特殊性を強調して

いく方向性があるなどの指摘もなされています。

2010年から各国を巡回した『アール・ブリュッ

ト・ジャポネ』の展覧会なども，この流れにある

といえるでしょう。 

 第２に，治療的効果を追求する医療分野の潮流

があります。代表的なものとして，アート・セラ

ピーが挙げられます。美術界からの関心があくま
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でも作品の評価に向かっていることとは対照的に，

主に医療の分野では，作家やクライアント本人に

関心を向けてきたと言えます。ここで芸術は，本

人の内部世界や症状を映し出すものとしてとらえ

られています。近年では，医療という領域を超え

て実践されるアート・セラピーが，新たに注目を

浴びつつあります。 

 第３に，福祉の分野では，日常的な余暇活動な

どによる芸術活動が挙げられます。そうした福祉

的な試みは，コミュニティー・アートなど，誰で

も参加できる地域の活動へとつながっています。

そこでは美術的評価や治療的効果などよりもむし

ろ，障害のある人とない人とが共に芸術に携わる

ところに，いわば共同体的価値が見出されてきま

した。日本においても，例えば1995年にはじまる

「エイブル・アート」と呼ばれる芸術運動が，市

民社会運動としての性格を持つものとして位置づ

けられています。奈良県にあるたんぽぽの家を中

心に，一般企業なども巻き込んで，全国的な取り

組みとして現在の日本における芸術の一つの潮流

になっています。 

 第４に，これら芸術，医療，福祉の枠組みにお

ける潮流に対して，いわば批判を提起したのがデ

ィスアビリティ・アートと呼ばれる実践です。イ

ギリス，アメリカを中心とするディスアビリテ

ィ・アートは，アメリカにおいては1970年代以降

に用いられるようになった用語であり，障害学と

いう学問分野および障害者運動の文脈の中で提唱

されてきた芸術実践です。ディスアビリティ・ア

ートとは絵画，音楽，ダンス，演劇，詩など，あ

らゆるジャンルにわたる総合的な芸術であり，障

害の経験を反映していることを核とする芸術活動

や作品の他にも，障害のある人々が芸術に参加し

たり，鑑賞者として芸術を享受したりする文化的

営為も含んでいます。ディスアビリティ・アート

は，文化的周縁としての美術界における位置づけ，

あるいは治療を目的としたアート・セラピー，そ

して，抑圧的で受動的な障害のある人のイメージ

を助長する慈善的な営みといった抑圧からの解放

を目指して，障害のある人自身の経験に基づく，

批判的で創造的な表現形式を生み出すアートのか

たちを提示してきたといえます。 

 また現在の動向として，障害学やディスアビリ

ティ・アートにおいて，障害のある身体のパフォ

ーマンスに注目した研究も，多く見られるように

なっています。そこでしばしば注目されてきたの

は，障害のある身体に向けられるまなざしの相互

作用です。描き出された身体であれ，日常や芸術

において表現する身体であれ，障害のある身体は

それを見る人々とのあいだに「まなざしのポリテ

ィクス」ないし「まなざしのダイナミクス」を生

じさせるのですが，そこに作用している力関係や

社会の構造を明らかにすることが障害学の一つの

課題になっているということができるかと思いま

す。 

 以上の芸術，医療，福祉，そしてディスアビリ

ティ・アートの四つの潮流は，それぞれ異なる文

脈に位置づけられるものですが，現在における，

障害のある人々による芸術の試みは，さまざまな

葛藤や対立を含みながらも，これらの領域を横断

し，複雑に絡み合っています。例えば，日本国内

では，障害者の芸術表現が障害のある人の自己表

現を促し，エンパワーメントすることから，文化

政策的観点からの関心も高まっています。また，

美術市場からの芸術的評価や社会的地位を得るこ

とにより，新たな就労の機会や経済的自立を確立

していくことに向けた動向も既に生まれています。

このような，障害のある人々による芸術表現の

「多元的な形」を，多元的な価値を有するものと

してとらえていく試みが，現在，さまざまなかた

ちでなされています。 

＊ ＊ ＊ 

 こうした状況を踏まえて，ここからは，ベルギ

ーで誕生した知的障害者による芸術実践に焦点を

当てていくことにします。 

 まず，クレアムの全体像をみていきます。ベル

ギーのフランス語圏，ワロン地方リエージュを横

断して流れるムーズ川沿いの４階建てのビルに，

現在のクレアムがあります。クレアムは1979年，

画家のリュック・ブーランジェによって，知的障
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害のある人々の芸術創造の可能性と，また芸術創

造の場に参加する権利への確信のもとに設立され

ました。クレアムとは，フランス語の創造性

（Créativité）と知的障害（handicap mental）

という言葉を合わせた造語です。設立当初，絵画

や造形を中心にしていたクレアムは，音楽，ダン

ス，演劇にも活動範囲を広げ，現在ではサーカス

も実践しています。クレアムは，ワロン地方のリ

エージュの地域行政による助成を経済的基盤とし

ており，ベルギーの国家的地域的特徴を反映して

いるプロフェッショナルな芸術団体です。なお，

クレアムはリエージュにおいて設立された後，同

じベルギーのブリュッセル，スイス，フランスに

拠点を広げ，それぞれ独自の活動を実践していま

すが，ここで取り上げるのはリエージュにあるワ

ロン地方のクレアムです。 

 スライドの写真もご覧ください。クレアムのビ

ルの中にはアトリエおよび劇場（Théâtre du 

Quai）と，デイ・センター（ＣＪＣＬ）が併設

されています。クレアムは，リエージュの中心地

区に位置する公園の中に，マッド（ＭＡＤ）と呼

ばれる美術館をもっています。ただ現在は，浸水

による被害のために，一時的に公園近くの別のと

ころに移転しています。近い将来，元の場所にリ

ニューアルされる美術館に戻る見込みです。 

 クレアムの芸術実践に携わっている人々は，さ

まざまな役割の人が常勤と非常勤のスタッフとし

て関わっています。英語ではファシリテーターと

呼ばれるアニマトウールは，クレアムのアトリエ，

つまり，絵画／造形，演劇，音楽，ダンスなどの

芸術実践を担当するアーティストであり，各々の

専門領域で，それぞれのアトリエを担当していま

す。アニマトゥールは，animateur という言葉

のとおり，障害のある者の表現を生起づける者，

そしてそこに命を吹き込む者という意味を帯びて

います。クレアムのアーティストたちの創造性に

寄り添い，そこに生命を吹き込む役割を果たして

います。 

 クレアムは1994年よりデイ・センターを併設し

たことで，15名のアーティストたちの日常的な生

活の場としての機能も果たすようになりました。

デイ・センターに通う15名の他は，芸術のアトリ

エにのみ参加している人が15名ほどいます。アー

ティストたちは皆，知的障害のある成人です。ク

レアムのアトリエには，芸術のアトリエの他に，

エドゥカトゥールと呼ばれる生活支援者によるア

トリエも用意されています。エドゥカトゥールが

担当するアトリエは，例えば料理，工芸，園芸，

水泳，言語療法士による言語療法など，その時々

によって実践されています。アーティストたちは

週ごとに，それぞれ参加するアトリエのスケジュ

ールを決めています。 

 2015年９月14日から18日の１週間の活動の内容

を具体的にみてみます。あるアーティストは月曜

日から金曜日まで週に５日参加し，午前と午後に

絵画，音楽，演劇など複数の芸術ジャンルで活動

し，工芸や料理などにも参加していました。別の

アーティストの一人は週に１日別のデイサービス

からクレアムに通い，サーカスのアトリエにのみ

参加していました。このように，一人一人異なる

活動内容となっています。 

 以上のように，さまざまな人々との関係性の中

で育まれるクレアムの実践は，創設者であるリュ

ック・ブーランジェが知的障害のある人々に創造

性を見出し，「アール・ディフェランシェ」と呼

んで芸術の場を築いてきたことから受け継がれて

います。 

 ブーランジェがそもそも提唱していたアール・

ディフェランシェ（art différencié）とは，「知

的障害のあるアーティスト」の存在と，「アトリ

エ」という二つの要素に基づく定義でした。クレ

アムは，複数の知的障害のあるアーティストたち

が同時に創作活動に取り組んでおり，アニマトゥ

ールと呼ばれるアトリエの担当者から，多少とも

「指導」を受けています。これは，社会や美術教

育などから隔てられて創作活動を行うアウトサイ

ダー・アートとは異なる点であるとブーランジェ

は強く主張し，アトリエとそのプロセスを重視す

る創作活動を展開しました。このブーランジェの

試みが，1970年代以降のヨーロッパにおけるアト
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リエの一つの典型になったとも言われていました

が，定義の曖昧さや用語の必要性をめぐる議論な

ど幾つかの事情が重なり，クレアムはアール・デ

ィフェランシェという言葉の使用を，2002年頃か

らやめるに至っています。以上がクレアムの全体

像です。 

＊ ＊ ＊ 

 次に，知的障害のあるアーティストたちの創作

活動に，アニマトゥールはどのように関わってい

るのか，アーティストとアニマトゥールとの関係

性をみていきたいと思います。クレアムの芸術実

践におけるアニマトゥールとアーティストの関係

を ， 創 設 者 の ブ ー ラ ン ジ ェ は 「 共 犯 性

（complicité）」という言葉で言い表しています。

アニマトゥールの役割は，大きく分けて二つあり

ます。一つは，芸術作品の創作現場における関わ

りであり，もう一つは，そうした作品を芸術とし

て観客や一般の人々に，ひいては社会へと送り届

ける役割です。つまり，作品を媒介として，クレ

アムのアーティストたちを観客ないし社会とつな

ぐ社会的な役割も担っています。社会的なプロセ

スとしての芸術実践において，アニマトゥールと

アーティストは常に共犯的であり，絵画だけでな

くあらゆるクレアムの芸術にこの「共犯性」を認

めることができます。そのことを，絵画を担当す

るアニマトゥールたちに対するやり取りから具体

的にみてみます。 

 配布資料に引用しているインタビューの箇所を

ご覧ください。質問しているのはクレアムの美術

館ＭＡＤの担当者であり，美術史を専門としてい

るエルウィン・ドゥジャスです。質問に答えてい

るのは絵画のアニマトゥールたちです。時間の都

合上，引用の読み上げは省略いたします。ここで

興味深いのは，作品を前にして，障害のある身体

に対するまなざしが，いわば疑似的に生じている

ことです。鑑賞者は，知的障害のあるアーティス

トに思いを巡らせることで，「礼儀正しさの感覚」

を含んだ，ある種のまなざしを作品に向けていま

す。それに対して，アニマトゥールたちはそれぞ

れ，その作品の解釈を述べることではなく，アー

ティストたちの制作について「最もよく知ってい

る」ということ，そして，そのことについて正直

であろうとする態度を示しています。そして，

「少しだけ通訳者のように振る舞う」ことは「極

めて繊細なこと」であると述べています。 

 作品に対する批評にどのように応答するのか，

言い換えればクレアムのアーティストたちの作品

をどのように位置づけることができるのかと問い

かける質問者に対して，アニマトゥールたちは，

アトリエは「日々進化」していること，「明確な

答えを持たずに」，「毎日立て直しのプロセスに携

わっている」と答えています。アニマトゥールた

ちはこのように答えることによって，クレアムの

アーティストたちと，その作品についての解釈に，

了解可能な意味やメッセージを帯びさせないよう

に注意を払っていると考えられます。彼らの表現

への了解可能な言語的な意味づけや，社会的な規

範を含んだまなざしの作用は，クレアムのアーテ

ィストたちにも絶えず働きかけてくるものであり，

彼らだけが例外的に逃れられるわけではありませ

ん。クレアムの芸術は，鑑賞者のまなざしの作用

のもとに自ずと社会的な意味を直ちに帯びてしま

います。それゆえにこそ，アニマトゥールが「共

犯的」に関わることが効果を持つと考えられます。

そうした共犯関係に裏付けられてこそ，設立から

35年を経てなお，クレアムが創造的な場を維持し

続けてきたのだとすれば，そうした場を支えてい

るのは，クレアムの日々の活動の場としてのアト

リエだともいえます。またそれを可能としている

のは，アトリエにおいて重んじられている「即興」

にあるのかもしれません。 

＊ ＊ ＊ 

 この即興に関して，アニマトゥールたちに共通

する見解は，即興が彼ら知的障害のあるアーティ

ストたちに，非常に適した表現形式であるという

ことです。演劇，音楽，ダンスのアトリエでは，

いずれも即興を試みている中からそれぞれのリズ

ム，メロディー，そして身振りや言葉のパターン

を見つけ，それらを組み合わせて作品を作り上げ

ていくという手法が用いられています。クレアム
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のアニマトゥールたちに，なぜクレアムでは即興

が重視されているのかと尋ねると，ダンスのアニ

マトゥールであるカトリーヌ・サンレミは，「即

興は最も彼らに適した，合ったやり方」なのだと

答えます。毎回同じことの繰り返しにならないの

かといった質問に対しては，毎回毎回，彼らは即

興するごとに異なる表現をするのだと言います。

また「そこがとても彼らの素晴らしい点だと思う」

と積極的に評価しています。即興がなぜ知的障害

のあるアーティストたちに合っているのかという

点については，音楽のアニマトゥールも同様に

「それは分からない」と。分からないけれども，

「彼らは自由だから」だと言います。アニマトゥ

ールたちは，クレアムのアーティストたちの即興

に，彼らの表現を見出しているのですが，それは

視点を変えれば，即興に基づく表現を，鑑賞者に

も開かれた「芸術」へと転換させる鍵を，アニマ

トゥールが握っているのだということもできます。 

 そのことをより詳しく見ていくために，アトリ

エで実践されていることが一般の人々にも公開さ

れ，そして観客たちへと開かれている機会の一つ，

「即興の水曜日」の試みをご紹介したいと思いま

す。「即興の水曜日」は，演劇のアニマトゥール

であるアラン・ウィナンが2001年から始めた企画

で，月に１回，水曜日の夜に開催されるイベント

であり，一般の人々にも公開されてきました。

「即興の水曜日」の下地になっているのは，ウィ

ナン自身による演劇のアトリエとカトリーヌ・サ

ンレミによるダンスのアトリエです。その時々に

より，即興による絵画，音楽，サーカス，あるい

はそれらを組み合わせたかたちでパフォーマンス

がなされることもあります。アーティストたちの

即興の連続による，１時間程度の上演です。 

 ここで，「即興の水曜日」のいくつかの場面を

動画でご覧ください。 

 

（動画再生） 

 

田中 まず出演者全員による最初の場面，その後

の二人によるデュオの場面，ソロの場面など色々

なパターンが登場します。身体表現が中心ですが，

歌や台詞が出てくることもあります。思いがけな

い展開に笑いが起こった場面もご覧ください。 

 

（動画終了） 

 

田中 ゆっくり全部お見せしたいところですが，

１時間かかってしまいます。「即興の水曜日」の

中では，舞台上に出演するメンバーの組み合わせ

だけウィナンから指示があり，パフォーマンスが

展開します。日常のアトリエから生まれたアイデ

アやアーティスト自身の希望や様子などから，ど

のような組み合わせで，どのような道具を用いる

のかといった打ち合わせの時間が，当日の午後に

設けられています。 

 「即興をするときに一体どういうことを感じた

り考えたりしているのか」と，ウィナンを介して

アーティストたちに尋ねると，クレアムでは最も

幅広く活動するアーティストの一人，先ほどの映

像では，皆の先頭を歩いていたり，デュオでダン

スをしたり，茶道のような身振りをしていたサミ

ュエル・カリオは，「即興は贈り物」だと答えて

くれました。どんな贈り物なのかということをさ

らにウィナンを通して尋ねてみますと，「自分へ

のプレゼント，贈り物であると同時に，あなたへ

の贈り物でもある」と言います。 

 この「贈り物」という言葉は，人類学者の松嶋

健氏が著書『プシコ・ナウティカ―イタリア精神

医療の人類学』（京都：世界思想社，2014年）で

論じている，イタリアの精神保健活動における

＜演劇実験室＞のプロジェクトに参加していた，

ジョバンナという女性の言葉と全く同じです。こ

のことは決して偶然ではないように思われます。

松嶋氏は「あれらの行為は，私のではなくて，贈

りものなのよ。」というジョバンナに対して，

「『贈りもの』ってどういう意味？」と問いかけ，

彼女の言葉から次のように分析しています。少し

長くなりますが，引用します。 

 

ここでジョバンナは贈り物について二つのことを
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語っている。まず第一に，「私の行為」は実は

「私のもの」ではなくて「贈りもの」だというこ

と。ジョバンナは誰からの贈りものかということ

は語っていないが，それは誰かからのものという

よりも，他者との「あいだ」から，他者との「出

会い」から触発されるものである以上，誰からの

と言いようがないものなのであろう。そして次に，

これは「贈りもの」なので，自分一人で消費して

はいけないと言うのである。なぜ自分一人で消費

してはいけないかについてもその理由は述べられ

ていないのだが，もらいものは「自分のもの」で

はないので，他の人たちにお裾分けしなければな

らないという感覚は了解できるだろう。そして自

分に贈られた「贈りもの」を，さらに贈る先が

「観客」なのである。つまり，「見られる
、、、、

」とい
、、

うことは贈与であり
、、、、、、、、、

，「観
、
る人
、、

」に自分の一部を
、、、、、、、

「食べてもらう
、、、、、、

」ということなのだ。（松嶋，

2014，p.324．強調は原文ママ） 

 

 この松嶋氏の分析は，先のカリオだけでなく，

クレアムにおける「即興の水曜日」の様子をも，

的確に言い表していると考えられます。クレアム

のアーティストたちは，このような言葉で語るわ

けではありませんが，演劇やパフォーマンスにお

いては即興が「贈り物」であるという感覚が確か

にあり，むしろその感覚に身体が委ねられて，そ

こから生まれる行為を即興と呼ぶのだと考えられ

ます。松嶋氏の言葉を繰り返して言えば，即興は

他者との「あいだ」から，他者との「出会い」か

ら触発されて立ち現れる「贈り物」なのです。 

 クレアムの「即興の水曜日」の試みは，松嶋氏

が描き出したような＜演劇実験室＞の試みと，国

も障害も異なり，アプローチの仕方は異なってい

ても，きわめて類似した状況を積み重ねてきたよ

うに思われます。そこで，松嶋氏の分析をさらに

参考にして考察をすすめます。 

 即興としての表現が成り立つためには行為の起

点に意識的にコントロールする主体を置かないこ

とが前提になります。即興は触発されつつ表現す

る身体なのであり，無意識の中に沈んでいる身体

が，ふとした瞬間に習慣から逸脱するときのよう

に意識に現れてくるものととらえられます。それ

は，受動でも能動でもないゆえに，自ずと生起す

るというかたちをとります。松嶋氏は能動態でも

受動態でもなく，その中間にある身体のありよう

を「中動態」というギリシャ語に由来する用語で

説明しています。そして，身体においてそうした

出来事が生起することを，次のように記述してい

ます。引用します。 

 

別の言い方をすれば，動きをゆっくりにしていっ

てその動きを意識化していくのと，考える前に身

体が動く反射の経験を繰り返すことは，いわば能

動の側と受動の側から「挟み撃ち」にするような

ものである。そうすることで，完全な能動（と思

われていたもの）と完全な受動（と思われていた

もの）のあいだに，受動でも能動でもないような

広大な身体運動の領域を見出していくということ

である。一度その領域が見出されれば，その海へ

と乗り出していく探索には終わりがない。（松嶋，

2014，pp.314-315） 

 

 クレアムにとっての即興もまた，能動と受動の

あいだの領域において，その双方の側からの「挟

み撃ち」において生起すると考えられます。そう

した「挟み撃ち」を即興的身体と呼ぶならば，ク

レアムの実践において目指されているのは，能動

と受動とのあいだに「即興的身体」が生起する場

を用意し，それを待ち望み，その実現を叶えるこ

となのではないでしょうか。即興的身体を実現す

ることは，身体が何かを表現するのではなく，身

体が己自身を表現するということであり，自分自

身とのあいだに距離を差し挟むことです。それは

同時に，「見られるものとしての私」を生起させ

ることに他ならず，他の身体の存在が必然的に不

可欠になります。即興的身体は，彼らの身体にお

いてそのような出来事として起こってくるのだと

とらえられます。 

 こうした即興的身体の様相は，医療社会学者の

アーサー・フランクが提示した「響応する身体」，
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コミュニカティブな身体を想起させます（アーサ

ー・W．フランク『傷ついた物語の語り手―身

体・病い・倫理』鈴木智之訳，東京：ゆみる出版，

2002年）。フランクは，身体の偶発性に根差した，

他者との関係性に開かれた身体を響応する身体と

呼び，それは身体それ自体をつくり上げていく，

つまり自らをかたちづくるプロセスにおいて実現

されると述べています。フランクはダンスする身

体や，病や障害のある身体を事例に挙げ，「身体

の偶発性はもはや問題ではなくその可能性である」

と述べて，響応する身体を，身体の理想形として

描き出しました。クレアムの即興的身体を，フラ

ンクのいう響応する身体に重ね合わせてみるとき，

身体の予測不可能性や行為の偶発的なずれが，そ

の都度，自らの身体とその表現を立ち上げていく

契機となりうるのだといえるでしょう。そして，

アニマトゥールであれ観客であれ，そうした響応

する身体の現れるプロセスに立ち会うことになる

のだと考えられます。 

 まとめます。本発表では，創造性はどこに生ま

れるのかをクレアムの芸術実践に探ってまいりま

した。クレアムの実践において，創造性は即興的

身体に生まれるのだということ，そして，そのよ

うな即興的身体を可能にする場としてのアトリエ

があり，アニマトゥールの存在が不可欠となって

いるということをみてきました。即興的身体とは，

他の身体の介在，ないし外部からの作用によって，

能動と受動とのあいだに開かれた身体であり，生

成的な身体であり，表現にかたちを与えると同時

に，自らをかたちづくる身体のありようです。ウ

ィナンをはじめ，クレアムのアニマトゥールたち

は，アーティストたちの即興的身体の現れる瞬間，

そして，それが表現のかたちをとる瞬間を見

逃さず，それを芸術として提示します。アニマト

ゥールの働きかけにより，アーティストたちのそ

れぞれが，それぞれの表現形式を見出し，結果と

してその人自身の作品ないしその人自身の表現と

しか言いようのない作品や表現を生み出し，それ

を鑑賞者の前に送り届けていきます。そのプロセ

スにおいてアニマトゥールは，ブーランジェの言

葉を思い起こして言えば，「共犯的」な存在でし

た。 

 クレアムの芸術実践は，創造的な場としての身

体に観客を呼び込んでいきます。観客は，即興的

身体の躍動する力とその痕跡を彼らの表現に感受

するとき，彼らの一部に触れてまなざしが揺らぎ，

そこに創造性をみるのだと考えられます。その創

造性とは，おそらく本シンポジウムのテーマであ

った芸術創造の新しいかたちであり，障害者アー

トが垣間見せる，特異でありかつ普遍的な身体の

様相を呈しているといえるでしょう。クレアムの

アーティストたちの提示する表現の世界を，社会

へと照射させることによって，障害者アートが私

たちの身体観ないし障害観をも問い直すことにな

ることを期待して，本発表を終えたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。 

 

付記 当日会場で多くの貴重なご指摘をください

ましたコメンテーターの大貫秀明氏，山下尚一氏

に記して感謝申し上げます。なお，本発表のもと

となる調査は，ＪＳＰＳ科研費26770039の助成を

受けたものです。 
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コメンテーター 
大貫秀明教授（現代文化学部） 
山下尚一准教授（グローバル教育センター） 

 
 

井上 どうもありがとうございました。即興的身

体という，私も初めて聞くような言葉であります

けれども，恐らく自分１人ではなくて，また最初

から予定していたものでもなくて，そのような場

において，そこに集う人たちの中から自然と生ま

れてくる，そのような表現なのかなという気がし

ます。 

 今の田中先生のお話を受けまして，それでは最

初に，大貫秀明の方から，ちょっとコメントをい

ただきたいと思います。大貫，先生と付けさせて

いただきますけれど，大貫先生は舞踊学がご専門

なんです。現在，日本全国の舞踊学会の会長もさ

れていて，その分野では第一人者と言ってもいい

んですけれども，その大貫先生から，今のベルギ

ーのクレアムという知的障害者の方のいろんな創

造活動，芸術活動を受けまして，ちょっとコメン

トをいただけたらと思います。 

 

大貫 皆さん，こんにちは。大貫と申します。本

日はようこそおいでくださいました。田中先生も，

遠くからどうもどうもありがとうございます。難

しい話だったかな，とちょっと心配しております

けど，私，舞踊学というものに長年関わってまい

りまして，いわゆるダンスなどですけども，歌舞

伎研究の世界の人たちとも交流がありまして，い

ろいろとやってます。つい最近，学会大会参加で

宮崎に行っておりまして，そこでもいろいろな研

究成果の発表がありましたけど，こういう領域の

研究も結構発表されていました。ちょっとおもし

ろいニュースを一つお知らせすると，2020年のオ

リンピック・パラリンピックのときに，オリンピ

ックの開会式で，障がい者の方にオープニングで

踊ってもらうってことをちょっと今，企画がきて

いまして，それを仕込み始めてるってことがあり

ます。時代の流れということで，そういう人たち

にも表舞台にどんどん出てきてもらって，いろい

ろとやっていただこうという動きが非常に活発に

なってきてるということなんです。それで幾つか

地ならし的にいろんなことをお話をして，山下先

生につないでいきたいと思いますけども，一つこ

だわっておきたいことは，ここで使われてる，障

害っていう漢字の害の字が，役所言葉だと必ずこ

の「害」の字を使うんですが，大体，私立大学と

かそういう民間系でいいますと，努めてひらがな

表記にするという動きがあります。これは，そう

いう流れがある。お役所関係は皆，漢字を使う。

うちの大学も，僕は断じてひらがなでやろうって

ことでやってますけども，田中先生は漢字を使用

なさってますけども，そのあたりも後ほどお考え

をお話しくだされば幸いです。それはそれとして，

幾つかコメントをさせていただきたいと思います。 

 今日，12月７日ですけども，12月３日から９日

までは，どういう日だかご存知ですか，皆さん。

これは，平成16年の障害者基本法の改定のときに

設定された，今，全くその最中でありまして，障

害者週間となります。おそらく，このシンポジウ

ムを企画した方々は，そんなこと関係なく企画な

さったんだと思いますけども，企画としてはぴっ

たりなんです，ある意味。ですから，明後日まで

ですが，障害者週間ということになっています。 

 それとご存じのとおり，今年の４月１日から施

行されました障害者差別解消法がございまして，

大学をはじめ，いろんなところで積極的に障害を

持ってる方に，社会に参加していただこうという

ことで，配慮できることはどんどん配慮をして，

迎え入れようということになっています。さて，

今年は結構いろいろ，そういうことが起こりまし

て，悲しい事件もありました。まだご記憶に新し

いと思いますけれども，相模原のやまゆり園とい

うところで悲惨なことが起きました。あんなこと
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が起こるっていうのも今年，ちょっと忘れられな

い悲しい出来事だったと思います。 

 それと，オリンピック・パラリンピックは今年，

リオで開催されましたけれども，僕はそのときに，

オリンピックよりもパラリンピックに相当注目を

していました，個人的に。かなりメディア全般も

パラリンピックを取り扱うように，４年前から比

べればなってきたんですけども，やはりいろいろ

なメディアで，まだまだパラリンピックのパフォ

ーマーのパフォーマンスよりも，その背景にある

物語を扱うことが多いように感じました。ご家族

がどうで，どういうご苦労をなさって，どうのこ

うのというようなところが，隠れた，要するにち

ょっとした差別のように残っている。 

 それと今年，特にメディアで若手の思想家・評

論家たちがよく言及したのは，日本テレビの「24

時間テレビ」などに代表される身障者を取り扱っ

た内容のプログラムがあります。「感動ポルノ」

なんていう妙な言葉を使って，お涙を無理やり誘

ってくるっていうのは逆差別じゃないか，または，

差別そのものじゃないかということの指摘もあり

ました。そんなこともかなり批判をされていて，

障がい者の人たちを取り囲む状況を受けながら，

この12月にこの企画ということで考えると，まさ

に企画した人はすごいなと思いますけども，でも

恐らく気が付いてはいないだろうと思いながら今

日，ここへ来てるわけです。 

 それで本題に入っていきたいと思いますが，僕

が非常に気になったのは，「即興的身体」という

言葉です。まさにキーワードになるんでしょうけ

ども，何を隠そう，恥をさらすようですけども，

ほぼ40年前，私，ロンドン大学で修士論文を書い

てまして，（舞踊）即興について書いたんです。

ロンドンですから40年前といいますと，あの国は

シェークスピアの国ですから，文字の世界なんで

す。僕は今でも覚えてますけど，論文指導の先生

に呼びつけられて，即興を書くなんてことは認め

ない，即興は書かれるもんじゃない等々，ガンガ

ンに言われた記憶があります。でも今は，即興に

ついて書かれている書物はいろんな領域にわたっ

て存在しますけども，僕がその頃当てにしてた文

献というのは，ほんの少しだけ演劇系で，ピータ

ー・ブルックとかそういう人たちの本のみで，

『何もない空間』などはもうすり切れるほど読み

ました。きわめて限定的な文献資料のみを頼りと

しつつ，先生につきまとって，ストーカーじゃな

いですけど，許してください，やらしてください

ってかたちで，無理やりそれで書いて卒業しまし

たけども，そんな記憶もあって，即興自体私自身

とても関心の深い領域なんです。 

 その即興的身体ということに関わって，ちょっ

と一つ，ご質問をしたいと思います。障害をお持

ちの方が，ある動き等をなされて，それが例えば，

その方が表す動きがクリエイティブなものなのか

どうなのかという判断は，その方はできないこと

なんです。見てる方，何て言いましたっけ，傍観

者じゃないけど，そばにいる共犯の方がそれは行

ける（使える），行けない（使えない），これは採

れる，これは使えるってなことをやるっていうの

は，それはどうなのかなっていう感じがしまして，

例えばプロの踊り手でも，演劇の人たちでも，即

興というのはいろいろな状況にはめ込みながらや

るんですけども，なかなか自分で判断ができない

ところがあって，一つ判断を頼りにするところは，

全く自分の体の感覚だけなんです。こういう感覚

っていうのは，今までしたことがないとかいうの

を記憶にとどめておくってこともやりますし，あ

る人たちは，スタジオにビデオカメラをセットし

といて，動き回って，後で見てこれは採れる，こ

れはやったことない，これは見たことないってか

たちでやっていって，１人で何もない空間で動い

たら，どこをどういうふうにしてそれをとどめて

おくかは，非常に難しいということなんです。で

すから，その即興的身体っていうのは，その身体

そのもの，その主体の障害をお持ちの方がそうい

う自覚があるのかないのか，その周りにいる人た

ちが勝手にそうやって見てるだけの話なのか，非

常に言葉としては美しいけど，ちょっとあやふや

な感じがするということ，それが一つです。 

 一つ，ちょっと例を挙げてみたいと思うんです



芸術創造の新しいかたちを考える 

―障害者アートの実践をめぐって― 

―185― 

けども，有名な舞踊家に勅使川原三郎さんという

方がおりまして，頭がスキンヘッドで，今，立教

大学の教員もなさってるんですけども，間違いな

く日本の最先端の舞踊作家であり，踊り手です。

その彼が５，６年，もしかしたらもうちょっと前

ぐらいにステージに，いわゆる知的な障害を持っ

てる外国人の少年を立たせ，もう一つ，というか

１匹ヤギを立たせたんです。それで，その彼が同

じステージに出て行って作品を，ぶっつけ本番の

公演をやったんです。だから毎夜行ったら，毎夜

違う踊りになってたはずだと，僕は１回しか行き

ませんでしたけども。彼がそれを狙ったのは，恐

らく田中先生がおっしゃったようなことの，いわ

ゆるいろいろな制限がある中で，どういう可能性

が自分の中にあるのかを，自分を試してるってと

ころがあるんです。約束ごとはほとんど破られる。

ましてヤギですから，ひょっとしたら上演中にど

っか行っちゃうかも分かりませんけども，そうい

ういろんな状況にはめ込みながら，そこでの自分

の即興的な身体と，お客さんとの，それこそ，僕

はお客さんとの共犯関係ってのがパフォーマーと

しては一番大事なことであって，どうやって切り

結ぶかっていうようなことを，公演全体の中に入

れ込んであるということは，おもしろい事例だと

思うんです。 

 制限があってこそ初めて生まれてくる創造的な

力，創造性というものはそういうもんだと思うん

です。全くフリーな状況で何か新しいものが生ま

れるってことは，ほぼないとさえ思っています。

ですから，制限を意図的に加えていくことによっ

て，新しいものを生み出していく。そのときに，

どのくらい自分が感度がいいかということ，急い

でその記憶を戻しながら，ジャッジメントしなが

ら，これはいいとか悪いとかっていう判断をしな

がら，ずっと動いたり演じたりってことがなされ

ていくので，即興的身体ということに，中心にぐ

るぐる話が回りますけども，即興をしている身体

は確かに，僕は受動とか能動とかっていう言葉じ

ゃなくて，意識っていう言葉，意識的にまずスタ

ートはします。その間，途中で，よく英語では

Letting go って言うんです。もう「行かしちゃえ」

と，自分の意識と体を行かしちゃえ，どこ行っち

ゃうか分かんない，どうなっちゃうか分んないけ

ど行っちゃえと。Letting go はまさにキーワード，

インプロヴィゼーションでは。それができるかど

うかが肝要で，その状態と意識的な状態の往環運

動に即興的成果は発現するのだと思っています。 

 田中先生は即興的身体のあり様について，受動，

能動，「中動」（精神病理学の木村敏氏による造

語？）っていう言葉をお使いになってるんですけ

ど，僕は関連のポイントでは自分の論文では，一

番即興してる身体の状態でセミコンシャスな状態，

つまりちょうど意識，無意識の間の往環状態って

いいますか，そんな感じの状況に自分を放り込ん

でいくっていうことが大切な点であり，そこで身

体はどんなふうに反応するかということが注目す

べきことだと考えていましたことを付け加えてお

きたいと思います。 

 今度，山下さんの難しい話になったときに，ま

た僕も質問ができるかと思いますけども，そんな

ことなので，このあと山下先生からのコメントが

出た後に，おいでいただいた皆様の中からいろい

ろとご質問をお受けして，僕も受けますし，山下

さんも，もちろん田中先生もお受けくださると思

いますが，いろいろと今日聞いたことが無駄にな

らないようなかたちになればよろしいかなと思い

ます。では，一担マイクをお返しします。それで

は，よろしくお願いします。 

 

山下 田中先生，貴重なご発表をありがとうござ

いました。また，会場のみなさま，今日はお忙し

いところシンポジウムにお集まりくださり，あり

がとうございます。私は，駿河台大学グローバル

教育センターの山下尚一と申します。私は即興が

苦手ですので，原稿を準備してきました。即興と

いうのは，できる人とできない人がいるように思

います。私はまったくできない人間です。みなさ

んのお手元にはＡ４用紙のレジュメがあるかと思

いますので，それにしたがって進めてまいります。

大貫先生がいろいろと話題を広げてくださり，問
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題の面白さを展開してくださったのにもかかわら

ず，それに対して私のコメントはというと，細か

くてわかりにくいものになってしまうかもしれま

せんが，10分ほどお聞きいただければ幸いです。 

 はじめに申し上げると，私の専門はフランス哲

学です。ですので，フランス哲学の観点から，ご

発表にかんしてコメントしたいと思います。障害

ということ，とりわけ知的障害ということについ

て触れることはできないかと思いますが，その点

はどうぞご容赦ください。 

 コメントに入る前にですが，田中先生と私は，

実は大学院の同じ研究室で勉強していました。も

っとさかのぼると，大学のときから同じ学部で勉

強していました。そこで田中先生の研究を見てき

たわけですが，先生の研究がどういう方向性をも

っているのかということを，私から見たかぎりで

みなさまにお伝えできればと思います。田中先生

のご関心は，身体というものに向けられているよ

うに思います。身体とはどういうものなのかとい

うことを考えていらっしゃる，しかもその身体を，

さまざまな社会的なかかわりのなかで，あるいは

さまざまな文化的なかかわりのなかでとらえよう

としていらっしゃるわけです。そうしたかかわり

のなかで，身体というものがいかにとらえにくい

ものであるか，いかに謎であるかということを考

えていく，このようなことが田中先生の研究の方

向性なのだと私は思っています。 

 普段私たちは，自分の身体と他人の身体は別の

ものである，ちがうものであるというふうに考え

ています。客観的に区別しているわけです。しか

し田中先生は，その区別のもっと下のところを見

ようとしていらっしゃる。つまり，自分の身体と

他人の身体のあいだには，深いレベルでのつなが

りがあるのではないか，その深いところで，共感

とか好き嫌いとかいったものが発生してくるので

はないか，そういうふうにお考えであるように思

います。こうした先生の研究の方向性を踏まえて，

コメントを述べさせていただきます。 

 私のコメントのタイトルは，「自分の身体と他

人の身体のひそかなつながり――メルロ＝ポンテ

ィの身体論から出発して」というものです。コメ

ントは三つの部分からなっています。１）即興と

身体，２）メルロ＝ポンティの身体論，３）他人

の身体を生きること，という三つの部分です。 

 １）まず，即興と身体
．．．．．

です。田中先生のご発表

をうかがって感じましたのは，芸術の役割という

ことです。つまり芸術というものは，普段気づか

ないものを見せてくれるということです。芸術は，

日常の生活においては疑問を抱かずに通り過ぎて

しまう，そういったことを浮かび上がらせてくれ

るのだと思います。ご発表の最後のところでは，

身体というもの，大貫先生もおっしゃっていた即

興的身体というものが論じられており，身体にか

んしていつもは気づかないこと，そういったこと

が見えてくるように思いました。 

 このことについて私なりに説明するために，即

興ということを考え直してみたいと思います。ご

発表では，「即興の水曜日」というイベントが紹

介されていました。田中先生の資料にも書かれて

いますね。即興とは何かというと，一般的には，

前もってはわからない身体の動き，その場で生じ

てくるような身体の動きのことです。いいかえれ

ば，アーティスト自身にも思いもよらなかったよ

うな，そういう身体の動きのことだと思います。

私はクレアムの舞台を実際にこの目で見たという

わけではないので何ともいえないのですが，もし

かすると即興というのは，その舞台を何度も見て

いく必要があるのかもしれません。何度も繰り返

し見ることによって，この身体の動きは即興だと

わかってくる，そういう部分もあるのかもしれま

せん。 

 田中先生の資料には，クレアムのアーティスト

の言葉が書かれています。「即興は贈り物だ」と

いわれています。また，ご発表のなかでは，「自

分の贈り物であると同時に，あなたへの贈り物で

ある」というふうにもいわれていました。不思議

な言葉です。演じているアーティストによれば，

自分のおこなっていることは，自分に贈られてい

ると同時にあなたにも贈られている，そういうも

のだといっています。このことを私自身の言葉で
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いいかえますと，即興というのは，自分のもので

もあるし，他人のものでもあるということになり

ます。つまり，即興がおこなわれているとき，自

分と他人という区別がなくなってきているわけで

す。アーティストは即興的に絵画を描き，あるい

は即興的にダンスを踊っている。その身体は，ア

ーティスト自身の身体でもありうるし，しかし同

時に，それを見ている観客の身体でもありうると

いうわけです。はたしてそのようなことがあるの

でしょうか。私のでもあるし，他人のでもあるよ

うな身体，そのような身体というものが本当にあ

るのでしょうか。これが大きな問題となります。 

 ２）次に，メルロ
．．．

＝ポンティの身体論
．．．．．．．．

です。こ

うした身体がはたして本当にあるのかどうか，そ

ういうことが問われるわけですが，そこで思い浮

かんでくるのが，20世紀フランスの哲学者である

モーリス・メルロ＝ポンティという人の考えです。

メルロ＝ポンティは，私たちの身体とはどういう

ものなのかということを考えつづけた人です。そ

れも，生物学とか生理学とかの方法ではなく，哲

学というアプローチによって思考しつづけました。

メルロ＝ポンティの思想を一言でいってしまうと，

自分の身体と他人の身体は，同じであるけれども

ちがっているということです。それはいったいど

ういうことなのか，少しだけ見ていくことにしま

す。 

 先ほど述べましたように，普段私たちは，自分

の身体と他人の身体をちがうものだと考えていま

す。いわば当然ともいえることですね。たとえば

かぜをひいたとき，私は自分の頭が痛いと感じま

すが，他人の頭が痛いと感じることはありません。

他人の頭が痛いと感じる人は，あまりいない，あ

るいはほとんどいないように思えます。つまりこ

こでは，自分の身体と他人の身体がはっきりと区

別されているわけです。しかし，こうした区別と

いうのは，実は人間に生まれつきそなわっている

ものではなく，成長したあとにでき上がった区別

でしかない，そういうふうにメルロ＝ポンティは

考えます。 

 メルロ＝ポンティが述べている例を挙げます。

たとえばある子どもは，母親が感じている痛み，

その母親の痛みというものを，その子ども自身か

ら取り去ってほしいと母親に頼むことがあるとい

うのです。少し考えにくいような状況ですね。こ

のとき子どもは，母親の痛みを感じており，母親

の身体を生きているわけです。けれども，子ども

が母親とまったくひとつになっているかというと，

そうではありません。子どもは自分ではその痛み

をどうにもできずに母親に頼んでいる，つまり，

自分ではできないことを自分ではない母親に頼ん

でいるということです。その意味では，自分と母

親がちがうものだとちゃんと理解しているという

ことになります。このように考えると，子どもに

とって，自分の身体と他人の身体は，同じである

けれどもちがっているというふうにいえます。こ

れはかなり奇妙な関係です。そしてそこに，メル

ロ＝ポンティは興味を抱くわけです。 

 しかしこのようなことは，だんだん成長するに

つれてなくなってくる。私の身体は私のものであ

り，他人の身体は他人のものである，そうした区

別，客観的な区別というものができ上がってきま

す。つまり，未分化だったものが区別されていく。

そのプロセスは，自分の身体と他人の身体の区別

があいまいであるような状態から，そうした区別

がはっきりしているような状態へと進んでいく。

このようにして，子どもにとっての状態から大人

にとっての状態へと進んでいく。たしかにそんな

ふうに思えます。しかしここで，メルロ＝ポンテ

ィは非常に重要なことを述べています。すなわち，

そのようにだんだんと区別ができてくるとはいえ，

こうした客観的な区別というのは，実は大人にな

っても完全には達成されないのだというのです。

自分の身体と他人の身体が交錯する，ちがってい

るのに同じように感じられる，そういう場合が大

人にとってもやはりあるのだということです。 

 メルロ＝ポンティの例を挙げますと，「愛する」

ということがあります。だれかを愛するというこ

とは，その相手と自分とを区別できない状況，そ

ういう不可分な状況に自分の身をおくことだとメ

ルロ＝ポンティはいっています。私がだれかを愛
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するとき，その人の苦しみをまさに自分のものと

して苦しむ，またその人が喜ぶのならまさしくそ

の人の身になって喜ぶということです。そして，

相手の話を聞いているうちに，その人がこれから

話すだろうことをまさに自分のことのように感じ

て，自分のほうが相手のいうべきことを話しはじ

めてしまう，そういったこともあるというふうに

メルロ＝ポンティはいいます。このとき私は，も

ちろん相手とはちがう存在であるにもかかわらず，

相手のなかを生きているわけです。このように，

自分の身体と他人の身体が交錯するということ，

同じであるけれどもちがっているということは，

大人になってもやはりどこかに残っているという

ことができます。まさにそういうところにこそ，

愛情とか共感とかいったもの，私たちを深いレベ

ルでつないでいるものがあるように思えます。 

 ３）最後に，他人の身体を生きること
．．．．．．．．．．．

です。以

上のことを，田中先生のご発表に関連づけてみま

す。そうすると芸術がおこなわれているとき，と

りわけ即興という行為がおこなわれているときに，

自分の身体と他人の身体が混じり合う瞬間がある，

そういうことがいえるのではないかと思います。 

 もう一度，田中先生の資料を見てください。松

嶋健さんの『プシコ ナウティカ』という著書か

らの引用があります。そこには「他者とのあいだ

から，他者との出会いから」という言葉がありま

す。こういってよければ，即興という贈り物は，

「他者とのあいだから，他者との出会いから」く

るということです。それでは，この「他者との出

会い」とはどういうことなのか。おそらくそれは，

アーティストの身体のなかに，観客が住み着くよ

うになるということだと思われます。アーティス

トの身体というものは，アーティスト自身によっ

て生きられるというだけではなくて，観客によっ

ても生きられるわけです。この場合アーティスト

の身体は，アーティスト自身の身体というだけで

はなく，他人の身体にもなることができる。とは

いえもちろん，アーティストが描いたり踊ったり

しているとき，その身体そのものは，観客の身体

から離れたところに位置しており，観客の身体と

重なっているとはいえません。このように自分の

身体と他人の身体が交錯している，同じであるが

ちがっている，そういう特異な状況が起こってい

るのです。 

 このような特別な状況があるからこそ，観客で

ある私たちは，芸術作品を見て感動を覚えるとい

うことがあるのではないでしょうか。たとえば舞

踊を見て，もちろんそこで踊っている身体からは

離れているにもかかわらず，ふと気がつくと，自

分の身体のなかから突き動かされるような気持ち

になる，そういうことがあるように思えます。ま

た映画を見て，自分とまったく無関係の人の行動

を目にしているうちに，いつの間にか感情移入し

てしまい，自分のことのように悲しくなったりう

れしくなったりする，そんなこともあります。さ

らにはスポーツのテレビ中継を見て，ある選手が

すばらしいパフォーマンスをしているときに，も

ちろん自分の目の前でおこなわれてはいないにも

かかわらず，思いがけず身を乗り出して画面のな

かの状況に入り込もうとする，そういうこともあ

ります。このように考えると，自分の身体と他人

の身体は，深いところでひそかにつながっている

ように感じられます。しかも非常に重要なことは，

そうしたつながりは，知的な機能によるのでもな

いし，精神のはたらきによるのでもないというこ

とです。見ている側は，気づいたときにはすでに

気持ちが突き動かされるし，いつの間にか悲しく

なったりうれしくなったりする。また，見ている

うちに思いがけず身を乗り出してしまうのです。

知性や精神的なものが介入するよりも前に，つな

がりが起きてしまうわけです。 

 私たち観客というのは，自分から離れたところ

で動いているアーティストの身体，その身体を離

れながらも生きています。そして，他人の身体の

なかで何かを感じ取るわけです。この何かという

ものがとても重要です。それはたとえば，あるテ

レビドラマを見ていて，登場人物の言動のなかに

何か悲しさとか喜びのようなものを感じ取ったり，

または実際の生活においても，ある知り合いの人

と話していて，その人の言動のなかに何か信頼や
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不信のようなものを感じ取ったりする。これは普

段は見えていないけれども，私の身体と他人の身

体をつないでいる，そういうものではないかと思

います。それは専門的な用語でいうと，「間主観

性」とか，「相互主観性」とかいうものです。 

 このようにクレアムにおける即興の身体という

のは，普段は気づかないもの，いつもは見えてこ

ないものを見せてくれます。すなわち，自分の身

体と他人の身体のあいだのひそかなつながり，そ

ういうものを見せてくれるのではないかと思いま

す。田中先生のご発表のなかで，動画がありまし

た。２人でのやりとりの動画です。左側に女性が

いて，ボールのようなものをもって何かの動きを

している。そして右側に男性がいて，左側の女性

の動きを見ている。そのうちに男性は，女性の動

きをだんだんまねしはじめる，そのような場面が

ありました。おそらくあれは，頭で考えながらま

ねをしているのではないと思います。女性の動き

を見て，なんとなく思いがけないうちに同じ動き

をしはじめたと思うのです。そのとき，まねをし

たほうがよいと自分で考えたわけではないし，だ

れかが教えたわけでもなく，気がつくといつの間

にか動きがつながってしまう。そこには，私の身

体と他人の身体の深いレベルでのつながりがあっ

て，そういうものが表現されているのではないか

なと感じました。 

 私のコメントは以上になります。どうもありが

とうございました。 

 

井上 どうもありがとうございました。それでは

フロアからご質問，ご意見いただく前に，大貫先

生のさっきの質問，先に答えていただいた方がい

いでしょうか。 

 

大貫 そうですね。 

 

田中 大貫先生、山下先生、ありがとうございま

す。大貫先生からは、現在の障害のある人たちを

めぐる、世界と日本の現在にふれたコメントをい

ただきとても有難く思います。私自身、セミコン

シャスという概念を、とても衝撃を受けて拝聴い

たしました。「障害」に漢字を用いているのは、

（お役所言葉というよりは）障害を個人の属性
．．．．．

と

して捉えるのではなく、社会の問題
．．．．．

として、ある

意味、社会の抑圧的な経験
．．．．．．．．．

として捉えようとする

障害学の立場からです。 

 おそらく知的障害のある人の舞台に限らず、あ

らゆる舞台パフォーマンスや日常的な行為の中に、

即興は常に入り込んでいるのだと思います。そう

した即興が舞台化されるとき、芸術の特殊性とい

いますか、即興が観客とパフォーマーをつなぐ

（大貫先生の言葉では切り結ぶ）役割をもつのか

もしれません。では、知的障害のある人がパフォ

ーマーであるときに一体どこが違うのか。舞踊家

が観客に反応しながら、つまり自分の身体と観客

という他の身体を頼りにして、意識的ではない意

識をもちながら表現を生み出していくプロセスと、

知的障害のある人の場合とでは、どこがどのよう

に違うのか、彼らはどこまで自分で意識してやっ

ているのか、というご指摘については、客観的に

お応えすることは非常に難しいです。 

 なぜかと申しますと、一つには本人たちに聞く

ことが難しいということと、やはりアニマトゥー

ルが鍵になってくるからです。アニマトゥールの

ひとりは、知的障害のあるアーティストがただ舞

台に出て、そこで日常的な行為を展開しても、そ

れが芸術として成り立つわけではないと仰ってい

ました。クレアムのアーティストたちの即興表現

が「よく分からなくて」、一部の観客から顰蹙を

かったこともあるそうです。観客の身体と彼らの

身体とをつなぐところで、とても繊細に試行錯誤

されているわけです。日々のアトリエを観察して

いますと、アニマトゥールは、アーティストたち

と即興のプロセスを共有し、時間を積み重ねてい

くことによって、今回「即興的身体」と呼んだ状

況が分かるのだと思います。「アーティストでは

ない人はアニマトゥールにはなれない」と、クレ

アムでよく耳にしました。即興的身体をとらえ、

なおかつ引き出せる人がアーティストであり、ア

ニマトゥールでもあるということです。 
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 もう一つ、制限があればあるほどそこに自由や

創造性が生まれてくるという「不自由の自由」と

呼びうるようなありようについてです。たとえば、

目をつぶると聴覚や触覚的な感覚がちょっと豊か

に感じられるといったことです。そうした身体の

表現が探究されていくということがある一方で、

同時に考えていく必要があると思うのは、あの津

久井やまゆり園での事件が示したように、障害の

ある人が生きづらい社会、つまり身体の行為や表

現の世界を読み取ることもそれが読み取られるこ

とも難しい状況があります。事件が起きたのは、

折しも2016年4月に障害者差別解消法が施行され

て数カ月後でした。日常生活の中では、ある種の

行為が問題行動とみなされるかもしれませんし、

誰の目にもとまらず、意思疎通ができないという

かたちで社会から排除されていくこともあるかも

しれません。ところが、そうした身体的な営みが

創造的な力や芸術的な側面をもっているというこ

とも、確かにあるのだと思います。けれども、日

常生活の場ではうまく捉えきれない行為や表現が、

そのまま芸術になるというわけではなく、そこに

は何らかの仕掛けがあるのだと思います。その仕

掛けに、即興的身体が深くかかわっているという

のが現時点での考えです。まだまだ大貫先生から

学ばせていただきたいことがたくさんあります。 

 山下先生からは、学部時代からのつながりで、

哲学的な観点からの丁寧なコメントを本当にあり

がとうございました。「ひそかなつながり」とい

う山下先生ならではの言葉に、私の発表ではとて

もたどり着けなかったところに導いていただきま

した。ここでお話している私と聞いてくださって

いる皆さまとのあいだに、それが実感されている

のかは心許ないのですが、ふだんは気づかないで

いる身体のありようをクレアムがみせてくれるの

だということ、それは、山下先生の言葉では「身

体の深いレベルでのつながり」であるということ

を伺いながら、クレアムの芸術実践を思い起こし

ていました。何かに「突き動かされる」こともま

た、きわめて受動的でありかつ能動的でもあるよ

うな身体のありようです。そのようなとき、私の

身体と他の身体が離れていながらも交錯し、「深

いレベルでのつながり」に、観客もまた巻き込ま

れていくのだと気づかされると同時に、その深さ

において自他が分化する瞬間にも立ち会うことに

なるのかな、とも考えさせられました。ありがと

うございました。 

 

大貫 時間も押してきていますけど，いまひと言

よろしいですか？ 

 

井上 手短に。 

 

大貫 はい。いろいろとお話させてもらっていま

すが，それは要するに身体の社会性ということな

んです。身体とは自ずと社会性を有していて，ち

ょっと実験をやってみてもいいんですけども。例

えば，何も打ち合わせはしてませんよ，こちらの

山下さんとは。皆さんに見えるようにこうやって

立ってみますね。人差し指１本だけを使います。

山下さんには目つぶって何も考えずに反応しても

らいます。彼の左腕をちょっとずつ，ずっと肩の

高さまで上げていきます。ご覧いただけます？ 

もう１回やってみましょうか，力を抜いて。いき

ます。こんな現象は，まさに身体の社会性という

べきものなんだと思います。こんな，僕はほとん

ど力入れてませんので，本来ならば腕は上がるわ

けはない。っていうのは，もう彼はつながってる

わけです，僕と，ある意味。大体，学生に実験す

ると皆，こうやって。これはほんとだったら，こ

んな風に止まっちゃうはずなんです。身体ってい

うのは避けがたく，ちゃんと他者とつながってる

部分が相当あるっていうことの一つに例えですけ

ども。 

 つい３週間ぐらい前に「NHK スペシャル」で，

宮崎駿の特集が放映されたのをご覧になった方，

多分いると思うんですけども，また彼が長編を作

り出そうかなってことをドキュメンタリーで編集

されたもので，その中で AI（人工知能）を使っ

て動きを創り出すということで，ある制作会社の

人たちが宮崎駿のスタジオを訪れて，こんな動き
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方ができますよっていうのを紹介したら，見せら

れた映像では体が不自由な人の動きに非常に似て

る，いわゆるいざる
．．．

ような動きが出てきたんです。

そうしたら宮崎駿が涙目で怒って，「僕は毎朝，

散歩をするんだ。その散歩の道すがら，重度の障

がい者といつも会うんだ。その方とハイ・タッチ

をするのが朝の儀式。そのときに，その彼はもう，

ほんとに手を少しでも上げるということが大変で

あって，見た目には，今示された動きのようなん

です。つまり，君たちはこんな人工知能を使って

こんな動き方が人間もできるんではないかって示

すことに，何にも罪悪感を感じないのか……」っ

ていうようなことを言ったのが，非常に衝撃的で

した。ある意味，身障者をばかにしてるというか，

ゆがんだ目で見てるってことを，宮崎駿は震えな

がら怒っていたのを覚えてます。 

 これから簡単に見てもらうビデオですが，非常

に妙なビデオです。ちょっと見てからにしましょ

うか。暗くして，音量を大きくしてください。

（機器の不調発生）２分ぐらいで終わりますけど

も，出なければしょうがない。もう時間がないか

な。フロアーの学生の人たちは，次の授業がある

からちょっとそわそわしちゃってますし，また次

の機会にしましょうか。今，もうだいぶ，身障者

たちに対しての見方は変わってきているという事

実を，あるミュージシャンのパフォーマンスを通

して気づいてもらおうかなと思ったんですけど，

ちょっと時間が残っていないということなので，

またいつか見る機会を設けたいと思います。 

 じゃ，井上先生，まとめていただいて。 

 

井上 はい。私の進行の不手際でちょっと時間が

もう次の時間になってしまいまして，ぜひフロア

からご質問とかと思っていたんですが，もしあっ

たら。それじゃ，お１人だけということで，すみ

ません。 

 

アサミ 今日はどうもいろいろありがとうござい

ました。アサミと申します。駿河台大学から田中

先生の講演のお知らせが来たんですけど，私は非

常に難しいなと思って，はじめは来ないことにし

ようと思ったんです。それがどうして来たかとい

うと，障害者とのアートの実践についてというこ

とで来たわけなんです。ちょっと質問というか感

想というか，実はここから300m 近くに，フレン

ドワークといって，身体障害者が50人ほど通って

くる施設があるんです。理事長が私で，講演もし

ております。実はそこで，いろいろの障害がある

方々が発表会をやりまして，単独で踊ったり，集

団で踊ったりしました。私が感動したのは，ピア

ノを弾いた子どもがいたことです。しかも，うま

くしゃべれないような歌い方で歌いますし，また

ピアノも全然，手が動かないわけです。それを動

かない形で補助してピアノを弾いて，私はそれに

猛烈に感動しました。またわれわれが講演をして

いると，子どもたちが，いろんなこういうふうに

活動して元気でやってるということで，絵を描い

たものを送ってくれたりするわけです。今日の話

は，私はもういろいろなものが全然分からないん

ですけど，身体障害者がこういう芸術活動をやる

ということに対して，私は感動というか何かを受

けました。また続けて，残ったものをフルに動か

してやるということでやってるわけなんです。 

 

井上 ご質問というよりもご意見ということで，

もう一方いらっしゃいます？ よろしいですか。

それじゃあ，これで最後ということにしまして，

終わります。どうもありがとうございました。ま

だ話は尽きないで，これ多分，大学の授業であと

１コマ分，使ってもまだ終わんないような内容が

それぞれおありになると思うんです。ただ，残念

ながら時間もきてしまいました。 

 今日伺って，私は歴史学という分野をやってる

んですけれども，全く無縁の分野のような気がし

たんですけれども，ただ人間の共感とか共鳴とい

うところからすると，私などは文字を通して過去

と対話してるようなところがあって，そのときに

今日のようなお話はどういうふうに考えたらいい

のかなと思いながら聞かせていただきました。そ

れは普段，全然考えないようなことなので，非常
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におもしろい，興味深いことだったんです。 

 ということで，今日は田中先生，遠いところ，

飯能までお越しいただいてありがとうございまし

た。この教養文化研究所はまだ，こういう問題を

また扱えるか分かりませんけれど，他の分野でや

ることになるかもしれませんけれど，またこうし

たシンポジウムやっていきたいと思っております。 

 それから，教養文化研究所の機関誌は，『駿河

台大学論叢』というものは毎年２回，発行してお

ります。最近は Web 版になっているので，どな

たでもパソコンからごらんになれるようになって

いるんです。ただ冊子体ではなくなったので，ち

ょっとその辺は不便なところもあるんですが，も

しご関心がある方，ぜひお読みくださいませ。 

 それでは，今日はどうもほんとにありがとうご

ざいました。これで終わりにしたいと思います。 
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